
数字から見る被災者
①応急仮設住宅戸数
②借り上げ民間賃貸住宅・入居戸数
③県外への避難者数

　

３
月
28
日
、
復
興
庁
・
内
閣

府
な
ど
の
主
催
に
よ
り
、
外
資

系
企
業
等
を
対
象
に
し
た
復
興

特
区
や
被
災
地
の
企
業
誘
致
に

関
す
る
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

内
閣
府
は
昨
年
12
月
よ
り
ア

ジ
ア
拠
点
化
・
対
日
投
資
促
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
打
ち
出
し
て
お

り
、
①
高
付
加
価
値
の
産
業
用

地
増
加
②
外
資
企
業
に
よ
る
雇

用
者
数
倍
増
（
06
年
時
点
75
万

人
を
20
年
に
２
０
０
万
人
へ
）
③

対
日
直
接
投
資
額
の
倍
増
、
の

３
つ
の
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

　

当
日
は
被
災
県
の
復
興
特
区

や
制
度
を
紹
介
。
外
資
企
業
が

被
災
地
に
既
に
進
出
し
て
い
る

例
と
し
て
、
ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ
パ
ン

が
仙
台
に
設
立
す
る
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
、
イ
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
の

店
舗
、
カ
ナ
ダ
の
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
企
業
な
ど
の
事
例

も
紹
介
し
た
。

　

加
え
て
、
各
県
の
誘
致
担
当

者
か
ら
、
立
地
条
件
等
に
関
す

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
外
資
企
業
の
誘
致
や
投
資

を
呼
び
か
け
た
。
個
別
の
相
談

に
対
応
す
る
窓
口
も
各
県
に
用

意
し
、
体
制
を
整
え
る
。

実
施
団
体
決
定

「
地
域
社
会
雇
用
創
造
事
業
」

６
０
０
人
の
起
業
家
に
上
限
３
０
０
万
円
を
支
援

起
業
を
支
え
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
を
視
野
に

内閣府
４
月
～
６
月
期
間
内
８
０
０
万
人
来
県
目
指
す

す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
。

　

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
イ
ー
ハ

ト
ー
ブ
い
わ
て
物
語
～
そ
う
い

う
旅
に
私
は
し
た
い
」。
岩
手

県
出
身
の
宮
沢
賢
治
が
名
付
け

た
理
想
郷
の
造
語
と
、
有
名
な

詩
の
一
節
の
響
き
か
ら
と
っ
た
。

　

世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
平

泉
や
小
岩
井
農
場
な
ど
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
に
加
え
、
沿
岸
部
を

岩手県
① １３, ９８４戸
② ３, ７４２戸
③ １, ５７４人

宮城県
① ２２, ０９５戸
② ２６, ０５０戸
③ ８, ４９４人

福島県
① １６, ６８３戸
② ２５, ４５３戸
③６２, ７００人

※①４月２日現在、国土交通省調べ　②３
月２７日現在、③３月２２日現在、ともに
復興庁調べ

バ
ス
で
巡
り
、
震
災
語
り

部
か
ら
被
災
体
験
を
聞
け

る
「
復
興
応
援
ツ
ア
ー
」

も
企
画
さ
れ
て
い
る
。
同

ツ
ア
ー
料
金
の
一
部
は
被

災
地
へ
の
支
援
金
に
充
て

ら
れ
る
。

　

同
時
期
に
宮
城
県
で
も

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始

ま
っ
て
お
り
、
震
災
で
大

き
な
打
撃
を
受
け
た
観
光

　

内
閣
府
は
「
復
興
支
援
型
地

域
社
会
雇
用
創
造
事
業
」
の
事

業
実
施
団
体
を
公
表
し
た
。
本

事
業
は
、
被
災
地
に
お
け
る
社

会
的
企
業
の
起
業
を
支
援
す
る

「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

と
、
社
会
的
企
業
分
野
の
人
材

創
出
に
取
り
組
む
「
社
会
的
企

業
人
材
創
出
・
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
」
で
構
成
さ
れ
、

内
閣
府
は
今
回
指
定
し
た
12
団

体
へ
事
業
を
委
託
す
る
。
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、
選

定
さ
れ
た
事
業
実
施
団
体
が
被

災
地
で
社
会
的
事
業
を
募
集
し

コ
ン
ペ
を
実
施
、
採
択
し
た
事

業
者
に
３
０
０
万
円
を
上
限
に

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
支
援
を

行
う
。
そ
の
業
種
に
は
制
限

を
設
け
て
お
ら
ず
、
被
災
企

業
が
新
規
事
業
や
新
商
品
開

発
を
行
う
場
合
も
対
象
に
な

る
た
め
、
企
業
再
建
に
利
用

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た

被
災
地
で
の
起
業
で
あ
れ
ば

被
災
者
で
な
く
て
も
応
募
で

き
る
た
め
、
間
口
も
極
め
て

広
く
、
柔
軟
性
の
高
い
事
業

だ
。
２
０
１
３
年
３
月
ま
で

の
約
1
年
間
で
６
０
０
人
の

起
業
を
目
指
す
。

　
「
社
会
的
企
業
人
材
創
出
・

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
」
は
、

お
お
む
ね
１
８
０
時
間
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
被

災
地
等
で
社
会
的
企
業
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
も
の
。
指
定

さ
れ
た
事
業
実
施
団
体
が
、
そ

れ
ぞ
れ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
へ
の
イ

ン
タ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
研
修
生
に
は
月
10
万

円
の
活
動
支
援
が
行
わ
れ
る
。

再
建
中
の
企
業
の
従
業
員
も
受

講
で
き
る
た
め
、
被
災
企
業
へ

の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
移
転
も
期

待
さ
れ
る
。
２
０
１
３
年
３
月

ま
で
に
２
０
０
０
人
の
人
材
育

成
を
目
指
す
。

　

今
回
の
事
業
実
施
団
体
は
、

過
去
の
実
績
に
加
え
継
続
的
な

支
援
イ
ン
フ
ラ
の
有
無
を
加
味

し
て
選
考
さ
れ
た
。
本
事
業
に

よ
り
創
出
さ
れ
た
事
業
が
次
年

度
以
降
も
継
続
し
、
雇
用
が
守

ら
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
た

め
。「
本
事
業
の
結
果
と
し
て
、

起
業
家
を
支
え
る
メ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
資
金
、
情

報
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
有
機
的
に
つ

な
が
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

東
北
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
」。
そ
う
話
す
の
は
、

　

４
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

の
大
型
観
光
企
画
「
い
わ
て
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
略
称
・
い
わ
て
Ｄ
Ｃ
）」

が
開
幕
し
た
。
６
月
30
日
ま
で

の
期
間
中
、
Ｊ
Ｒ
各
社
と
全
国

の
旅
行
会
社
等
が
一
体
と
な
り
、

岩
手
県
の
観
光
Ｐ
Ｒ
と
送
客
に

取
り
組
む
ほ
か
、
東
北
６
県
を

代
表
す
る
祭
り
が
集
結
す
る

「
東
北
六
魂
祭
」
を
は
じ
め
と

内
閣
府
で
同
事
業
を
担
当
す
る

迫
田
章
平
氏
。

　

今
後
の
課
題
は
現
地
へ
の
広

報
だ
。
本
事
業
は
自
治
体
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
を
通
じ
て
広
報
さ
れ
る

予
定
だ
が
、
よ
り
多
く
の
起
業

を
志
す
人
材
に
リ
ー
チ
し
、
ア

ク
シ
ョ
ン
を
誘
発
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
内
閣
府
で
は
実
施

事
業
者
と
と
も
に
現
地
で
行
わ

れ
る
民
間
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も

積
極
的
に
出
展
し
て
い
く
。

ア
ジ
ア
拠
点
化
・
対
日
投
資
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

外
資
企
業
に
被
災
地
へ
の

投
資
・
企
業
誘
致
を
促
す　

や
沿
岸
部
の
経
済
復
興
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。

＝
４
・
５
面
の
【
特
集
】
へ

い
わ
て
Ｄ
Ｃ
開
幕 

観
光
復
興
に
は
ず
み

日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）で開催
された説明会。多くの外資企業が参加した

岩手県田野畑村の自然景勝地　北山崎

事業名（50音順）

復興支援型地域社会雇用創造事業選定事業者と事業規模（目標数）

合　計

1 ＮＰＯ法人　石巻復興支援ネットワーク

2 いわきリエゾンオフィス企業組合

3 ＮＰＯ法人　エティック

4 ＮＰＯ法人　グラウンドワーク三島

5 一般社団法人　SAVE IWATE

6 一般社団法人　ソーシャル・ビジネス・ネットワーク

7 株式会社　地域協働推進機構

8 社団法人　東北ニュービジネス協議会

9 ＮＰＯ法人　20世紀アーカイブ仙台

10 公益社団法人　日本サードセクター経営者協会

11 ＮＰＯ法人　100万人のふるさと回帰・循環運動推進・支援センター

12 社団法人　北海道総合研究調査会

社会起業
インキュベーション
事業（人）

社会的企業人材創出
インターンシップ
事業（人）

20
30
50
50
50

60
30
30
10
60
90
120

50
50
300
150
140

140
180

40
150
400
400

600 2,000

事業規模（目標数）

一般社団法人ワカツク
〒980-0023　仙台市青葉区北目町 4-7　HSG ビル 4 階
TEL ： 022-721-6180    FAX ： 022-721-6181  E-mail : info@wakatsuku.jp
http://www.wakatsuku.jp/

www.tohoku1000.jp

プロジェクト掲載のお問い合わせはWEBから

[ 概 要 ]  復興支援活動中の企業・団体様の情報発信・広報活動ツール
[ 費 用 ]  活動内容の掲載料は無料　（ご希望の団体様はお問い合わせください）
[ 特徴1 ]  東日本大震災関連の復興支援プロジェクト ( ボランティア・営利活動問わず ) を掲載
[ 特徴2 ]  プロジェクトを詳しく紹介（活動内容、プロジェクトの魅力、メンバー紹介、代表者一言）
[ 特徴3 ]  活動テーマ、活動地域、応援ランキング、認定バッジ、フリーワードでの検索が可能
[ 特徴4 ]  「応援するボタン」でプロジェクトを気軽に応援！ Facebook や Twitter とも連携
[ 目 標 ]  各団体と連携をしながら、2年以内に 1000 個のプロジェクトを掲載

ポータルサイトがオープンしました

６
２０１2年（平成 24 年）4月 9 日　月曜日

（1） ２０１２年（平成 24 年）4 月 9 日 月曜日（復興 395 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 6 号　

第 号被災地復興に取り組む人のための業界新聞
http://www.rise-tohoku.jp/

〒151-0053  東京都渋谷区代々木  2-10-9-8Ｆ
http://www.h-u-g.jp　e-mail: info@h-u-g.jp

発行所　NPO 法人 HUG 月２回  発行
創刊 　２０１２年（平成24年）１月１６日 月曜日

無  

料



政策
震災特別交付税８１３４億円
総務省は、２０１１年度震災特別交付税
として、９県に４８６７億円、２２７市町
村へ３２６７億円を、３月２６日に現金交
付した。

災害対策本部廃止へ、宮城県
宮城県は、震災の応急対応がほぼ完了
したとして、震災直後に設置した災害対
策本部を廃止した。設置期間は３８２日
となった。

岩手県、復興３特区申請へ
岩手県は新たに「まちづくり」「再生可能
エネルギー」「確定拠出年金法の特例」
の３つの分野で特区の申請をする方針
を示した。

産業復興
復興ファンド、投資先決定
七十七銀行、岩手銀行などが出資の震
災中小企業復興支援ファンドが、投資
先を被災したマルヤ五洋水産（宮城県）
富士工業（岩手県）に決めた。

生活・まちづくり
宮城県２市で集団移転に着手
宮城県岩沼市と石巻市は、高台移転を
含む復興整備計画を公表。２市合計
５１０世帯の集団移転事業が全国で始
めて着手された。

石巻２特区、塩釜１特区認定
宮城県石巻市の「まちなか再生特区」「食
料供給体制強化特区」、塩釜市の「千賀
の浦観光推進特区」が、３月２３日復
興庁より認められた。

仮説住宅入居期限延長を言及
平野復興相は、災害救助法などで定め
られている原則２年の仮説住宅入居期
限について、「被害は甚大であり、延長
すべき」との認識を示した。

宮城県３港湾統合めざす
宮城県は、仙台塩釜・石巻・松島の
３港湾の統合を国と協議する方針を
示した。観光、災害対策強化を掲げ、
２０１２年夏の実現をはかる。

漁業
ワカメなど、養殖施設４０００台
岩手県は、ワカメやカキなどに対して養
殖施設を新しく約４０００台整備する方
針を示した。実現すれば震災前の６割
程の１５０００台まで回復。

原発・放射能
「福島特措法」参院で可決
国が責任を負い、福島県の復興や支援
を行うことを盛り込んだ「福島復興再生
特別措置法案」が参院の震災復興特別
委員会で可決された。

東電、１兆円追加資本注入申請
東京電力は政府の原子力損害賠償支援
機構に、１兆円の資本注入と福島第１原
発事故の賠償資金およそ８５００億円の
追加支援を要請した。

放射性物質の食品基準値厳格化
４月１日から、食品に含む放射性セシウ
ムの基準値が改正された。一般食品に
おいては今までの５分の１になるなど厳
しい基準。

浪江町、復興ビジョン提言
福島県浪江町は、二本松市・いわき市・
南相馬市それぞれに役場機能やコミュニ
ティを持つ「リトル浪江町」構想をつく
る復興ビジョンをまとめた。

その他
いわき市、がれき焼却へ
福島県いわき市は、２月に行ったがれき
の焼却試験に基づいて、放射線量に問
題はないと判断。住民説明の上、焼却
の実施を決定した。

関西広域、がれき処理基準決定
京都府、鳥取県など含む関西広域連合
は、がれきの受け入れ促進の為、処分
場等をもつ市町村に協力要請、がれき
内放射性物質の統一基準も決定。

自治体職員、疲労に不安
ＮＰＯ法人岩手地域総合研究所は岩手
県の沿岸部自治体職員らを調査。仕事
における不安で「心身の疲労」をあげる
人が５４．４％との結果に。

　

ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命
保

険
（株）
が
３
月
28
日
に
発
表

し
た
「
東
日
本
大
震
災
後

の
意
識
・
行
動
の
変
化
に

関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、

今
年
の
被
災
地
へ
の
「
応

援
消
費
」
は
震
災
直
後
に

比
べ
11
・
８
％
減
少
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
「
震
災
直

後
」（
震
災
発
生
か
ら

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
あ

た
り
ま
で
の
２
ヶ
月
間
）

と
、「
震
災
後
１
年
」（
２

０
１
２
年
１
月
・
２
月
の

２
ヶ
月
間
）
の
消
費
行
動

の
変
化
を
み
る
も
の
で
、

「
被
災
地
を
応
援
す
る
商

品
を
買
っ
た
」
に
「
あ
て
は
ま

る
」
と
回
答
し
た
の
は
「
震
災

直
後
」
が
35
・
９
％
だ
っ
た
の

に
対
し
、「
震
災
後
１
年
」
で

は
24
・
１
％
だ
っ
た
。

　

震
災
発
生
直
後
の
自
粛
ム
ー

ド
に
よ
る
消
費
の
冷
え
込
み
か

ら
の
回
復
と
合
わ
せ
る
よ
う
に

「
応
援
消
費
」
が
語
ら
れ
、
東

京
に
あ
る
被
災
各
県
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
の
盛
況
だ
っ
た
が
、
今
回
の

調
査
結
果
は
そ
の
傾
向
が
弱

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　

震
災
後
、
単
な
る
義
援
金
の

寄
付
で
は
な
い
新
し
い
資
金
支

援
の
形
が
世
間
に
広
ま
っ
た
。

「
応
援
消
費
」
や
、
い
わ
ゆ
る

「
復
興
フ
ァ
ン
ド
」
へ
の
出
資
、

望
ま
し
い
と
思
う
活
動
を
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
直
接
寄
付
。
こ
れ

ら
が
勢
い
を
増
す
に
は
、
飽
き

や
す
い
消
費
者
を
惹
き
つ
け
る
、

さ
ら
な
る
価
値
の
訴
求
が
必
要

と
な
る
。そ
し
て
、
応
援
の
気

持
ち
だ
け
で
は
な
く
、
内
容
や

質
に
よ
っ
て
必
然
的
に
選
ば
れ

る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
東
北
か

ら
次
々
に
生
ま
れ
、
効
果
的
に

宣
伝
さ
れ
る
こ
と
が
、
復
興
へ

の
推
進
力
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命 

調
査
結
果
発
表

「
応
援
消
費
」
減
少
、

本
質
的
価
値
の
訴
求
へ

3月22日～4月2日

　

１
９
９
６
年
、
メ
キ
シ
コ
を
訪
問
し

た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
１
年
の

神
戸
に
い
た
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
被
災

地
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
を
知
り
た

か
っ
た
。
１
９
８
５
年
に
多
く
の
死
者

を
出
し
た
メ
キ
シ
コ
地
震
か
ら
10
年
。

そ
こ
に
は
、
財
源
を
世
界
中
か
ら
調
達

し
て
多
様
な
復
興
住
宅
が
建
つ
一
方
、

「
こ
の
地
で
暮
ら
し
続

け
た
い
」
と
仮
設
住
宅

で
暮
ら
し
続
け
る
人
も

い
た
。
10
年
経
て
ば
そ

れ
な
り
に
復
興
す
る
も
の
だ
と
い
う

「
安
心
感
」
と
、
復
興
は
外
部
か
ら
の

支
援
を
得
な
が
ら
も
、
被
災
地
で
暮
ら

す
人
々
の
手
に
よ
っ
て
し
か
成
し
遂
げ

ら
れ
な
い
の
だ
と
い
う
「
現
実
感
」
を
、

強
く
確
認
し
た
旅
だ
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
１
年
間
、
私

は
被
災
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
商
店
街
の
方
々

と
と
も
に
、
何
度
か
神
戸
を
歩
い
た
。

先
週
も
被
災
３
県
の
大
学
生
と
と
も
に

神
戸
を
歩
き
、
関
西
の
学
生
と
こ
れ
か

ら
の
復
興
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ

た
。「
17
年
後
の
被
災
地
」
を
実
際
に

歩
い
て
い
た
だ
い
た
り
、
17
年
間
復
興

に
関
わ
っ
て
き
た
人
々
と
会
話
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
私
が
メ
キ
シ
コ
で
感

じ
た
の
と
同
じ
「
安
心
感
」
と
「
現
実

感
」
を
、
東
北
の
方
々
と
も
共
有
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

地
域
の
事
情
や
産
業
、
災
害
の
種
類

や
規
模
に
よ
る
違
い
は
あ
っ
て
も
、
過

去
の
災
害
か
ら
共
通
点
を
見
い
だ
し
な

が
ら
向
こ
う
10
年
の
見
通
し
を
立
て
る

こ
と
で
き
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
復
興
に

向
か
う
心
の
準
備
が
で
き
る
。
被
災
地

に
見
通
し
が
あ
れ
ば
、
外
部
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
力
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、

復
興
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

過
去
の
災
害
復
興
事
例
か
ら
考
え
る

と
、
復
興
元
年
と
も
言
わ
れ
る
被
災
地

の
こ
れ
か
ら
の
１
年
は
た
い
へ
ん
重
要
だ
。

壊
れ
た
住
宅
が
撤
去
さ
れ
道
路
や
電
柱

が
復
旧
し
、
仮
設
住
宅
や
仮
設
商
店
街

な
ど
が
立
ち
並
ん
だ
最
初
の
１
年
と
違

い
、
２
年
目
の
被
災
地
は
多
く
の
人
が

復
興
へ
の
歩
み
が
止
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
や
す
い
。
復
興
住
宅
な
ど
で

新
し
い
生
活
を
始
め
ら
れ
る
人
は
ま
だ

少
な
く
、
多
く
の
人
は
仮
設
住
宅
で
丸

１
年
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

　
「
復
旧
」
と
「
復
興
」
の
間
に
は
、

目
に
見
え
る
変
化
を
感
じ
に
く
い
「
踊

り
場
」
の
よ
う
な
期
間
が
あ
る
の
だ
と

思
う
。「
踊
り
場
」
の
た
だ
中
に
い
る
と

き
は
、
こ
の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
い
う
焦
り
も
出
る
。
し

か
し
こ
の
期
間
の
論
争
や
助
け
あ
い
が
、

後
の
復
興
に
お
い
て
重
要
だ
っ
た
と
思

え
る
と
き
が
必
ず
来
る
。

ハ
ー
ド
の
ま
ち
づ
く
り

が
進
ま
な
く
て
も
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

や
、
生
き
が
い
・
仕
事
づ
く
り
な
ど
、

こ
の
時
期
に
重
要
な
仕
事
は
た
く
さ
ん

あ
る
。
復
興
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
。
見
通
し
を
持
っ
て
、
２
年
目

を
乗
り
切
ろ
う
。

（
田
村
太
郎　

一
般
財
団
法
人
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
研
究
所
代
表
理
事
、
復
興
庁
上

席
政
策
調
査
官[

非
常
勤] 

）

２
年
目
は
復
旧
と
復
興
の
間
の
「
踊
り
場
」。

見
通
し
を
持
っ
て
乗
り
切
ろ
う

震災直後

35.9％ 24.1％

64.1％ 75.9％

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

今年

被災地を応援する商品を買った

出典：東日本大震災後の意識・行動の変化に関する調査
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●
ト
ヨ
タ
財
団
「
２
０
１
２
年

度
国
内
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び

研
究
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム　

東
日

本
大
震
災
対
応
『
特
定
課
題
』」

【
対
象
事
業
】

（1）
国
内
助
成
プ

ロ
グ
ラ
ム　
「
継
ぐ
」「
つ
く
る
」

「
つ
な
が
る
」
の
3
つ
の
領
域
に

あ
て
は
ま
る
、
地
域
住
民
が
主

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
で
、活
動

の
目
的
に
応
じ
、
多
様
な
メ
ン

バ
ー
の
参
加
が
あ
る
も
の（
詳
細

は
Ｈ
Ｐ
参
照
）。（2）
研
究
助
成
プ

ロ
グ
ラ
ム　

被
災
地
の
復
興
に

寄
与
す
る
課
題
解
決
型
の
研
究

で
、
助
成
期
間
内
に
な
ん
ら
か

の
成
果
発
信
（
政
策
提
言
、
論

文
な
ど
）
が
行
わ
れ
る
も
の
。

【
助
成
金
額
】

（1）
国
内
助
成
プ

ロ
グ
ラ
ム　

１
件
あ
た
り
上
限

３
０
０
万
円

（2）
研
究
助
成
プ

ロ
グ
ラ
ム　

１
件
あ
た
り
年
間

３
０
０
万
円
ま
で
（
２
年
の
場

合
は
６
０
０
万
円
ま
で
）

【
提
出
書
類
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
入
力（
ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い

場
合
は
郵
送
も
可
能
）

【
応
募
締
切
】
５
月
１
日
（
火
）

17
時

【
Ｈ
Ｐ
】http://www.toyota

found.or.jp/program
/

shinsai.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
】（
財
）
ト
ヨ

タ
財
団　

東
日
本
大
震
災
対
応

「
特
定
課
題
」
担
当　

℡03

（3344
）1701

●
ま
ち
づ
く
り
市
民
財
団
「
ま

ち
づ
く
り
人
応
援
助
成
金
」

【
対
象
事
業
】 

（1）
～

（3）
い
ず
れ

か
。

（1）
商
店
街
の
活
性
化
活
動

（2）
地
域
交
流
の
活
性
化
活
動

（3）

伝
統
文
化
の
保
全
活
動

【
助
成
金
額
】１
件
あ
た
り
上
限

50
万
円

【
提
出
書
類
】
申
請
書
、事
業
計

画
書
、
事
業
予
算
書

【
応
募
締
切
】
毎
月
末

【
Ｈ
Ｐ
】http://www.m

achi-f.
or.jp

【
問
い
合
わ
せ
】（
財
）
ま
ち
づ

く
り
市
民
財
団　

事
務
局　

℡

03

（3234

）2607 

Ｅ
メ
ー
ル

info@m
achi-f.or.jp

●
「
東
日
本
大
震
災　

芸
術
・

文
化
に
よ
る
復
興
支
援
フ
ァ
ン

ド
（
Ｇ
Ｂ
Ｆ
ｕ
ｎ
ｄ
）」
第
６

回
選
考

【
対
象
団
体
】
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

芸
術
団
体
な
ど
の
文
化
関
係
者

に
限
ら
ず
、
芸
術
愛
好
家
や
地

域
の
伝
統
芸
能
の
担
い
手
な
ど

幅
広
い
芸
術
・
文
化
活
動
を
行

う
市
民
・
団
体
。

【
対
象
事
業
】

（1）
～

（3）
い
ず
れ

か
。（1）
被
災
者
・
被
災
地
を
応
援

す
る
目
的
で
行
わ
れ
る
芸
術
・

文
化
活
動

（2）
被
災
地
の
有
形
無

形
の
文
化
資
源
を
再
生
し
て
い

く
活
動

（3）
そ
の
他
、
フ
ァ
ン
ド
の

目
的
に
合
致
す
る
と
判
断
さ
れ

る
活
動

【
助
成
金
額
】１
件
あ
た
り
上
限

50
万
円

【
提
出
書
類
】
申
請
書

【
応
募
締
切
】
5
月
10
日
（
木
）

【
Ｈ
Ｐ
】http://arts-fukkou.

blogspot.jp/

【
問
い
合
わ
せ
】
公
益
社
団
法
人

企
業
メ
セ
ナ
協
議
会 

「
芸
術
・

文
化
に
よ
る
復
興
支
援
フ
ァ
ン

ド
」係　

℡03

（5439

）4520

Ｅ
メ
ー
ルgbfund@m

ecenat.
or.jp

　
「
復
旧
か
ら
復
興
へ
」。
被
災

地
の
フ
ェ
ー
ズ
は
シ
フ
ト
し
て

い
る
が
、「
こ
と
農
業
に
関
し

て
は
、
ま
だ
ま
だ
復
旧
す
ら
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
で
す
」
と
話

す
の
は
、仙
台
市
の
震
災
復
興
・

地
域
支
援
サ
ー
ク
ルReRoots

（
リ
ル
ー
ツ
）
で
代
表
を
務
め

る
広
瀬
剛
史
さ
ん
。

　

農
業
を
再
開
（
復
旧
）
す
る

ま
で
の
ス
テ
ッ
プ
を
大
ま
か
に

区
分
す
る
と
「
地
中
の
瓦
礫
を

除
く
→
水
路
を
確
保
→
水
田
な

ら
塩
を
抜
く
→
土
地
を
馴
ら
し

て
再
開
」
だ
と
い
う
。
津
波
で

浸
水
し
た
地
域
か
ら
は
瓦
礫
が

撤
去
さ
れ
、
一
見
き
れ
い
に
な

っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
地
中

に
は
石
や
木
片
、
ゴ
ミ
な
ど
の

細
か
な
瓦
礫
が
残
っ
た
ま
ま

だ
。
こ
れ
ら
を
取
り
除
き
、
さ

ら
に
泥
の
溜
ま
っ
た
側
道
脇

交
流
の
場
が
な
い
環
境
は
、
住

民
の
外
出
機
会
を
減
少
さ
せ
る
。

こ
れ
に
よ
る
引
き
こ
も
り
、
生

活
不
活
発
病
、
慢
性
疾
患
の
悪

化
等
の
健
康
リ
ス
ク
や
、
孤
独

死
の
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、
公
共
交
通
等
利
用
に
よ

る
交
通
費
が
家
計
に
与
え
る
影

響
も
少
な
く
な
い
。
報
告
を
元

に
、
行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
団
体
に

よ
る
仮
設
住
宅
団
地
へ
の
移
動

支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支

援
な
ど
、
さ
ら
な
る
生
活
環
境

の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

　

福
島
県
仮
設
住
宅
団
地
周
辺

環
境
調
査
は
、
ふ
く
し
ま
連
携

復
興
セ
ン
タ
ー
が
福
島
大
学
災

害
復
興
研
究
所
や
県
内
で
活
動

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
協
力
し
て
実

施
。
２
０
１
１
年
12
月
～
２
０

１
２
年
2
月
に
か
け
て
仮
設
住

宅
団
地
計
１
５
５
か
所
を
対
象

に
、
主
に
自
治
会
長
等
へ
の
面

接
調
査
を
行
っ
た
。
分
析
は
Ｒ

Ｃ
Ｆ
復
興
支
援
チ
ー
ム
が
担
当
。

調
査
報
告
書
は
、
ふ
く
し
ま
連

携
復
興
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
いる
。

（http://f-renpuku.
com

/?page_id=1114

）

場
所
が
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
、

設
置
さ
れ
て
い
る
団
地
は
48
％

に
留
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
屋
外

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
活
用
に
は

放
射
線
の
問
題
も
残
る
。

　

各
種
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

困
難
で
あ
っ
た
り
、
団
地
内
の

　

ふ
く
し
ま
連
携
復
興
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
た
仮
設
住
宅
団

地
周
辺
環
境
調
査
報
告
に
よ
る

と
、
福
島
県
内
に
お
け
る
仮
設

住
宅
団
地
の
約
半
数
が
、
買
い

物
施
設
や
病
院
な
ど
に
徒
歩
で

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
環
境
に
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
公

共
交
通
機
関
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
団
地
も
存
在
し
、
団
地
に

よ
る
生
活
環
境
の
差
、
移
動
支

援
の
必
要
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

仮
設
住
宅
団
地
周
辺
環
境
の

状
況
は
（
表
１
）
の
通
り
。
利

用
頻
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
生

鮮
食
品
店
で
さ
え
も
徒
歩
で
行

く
こ
と
が
で
き
る
団
地
は
半
数

の
51
％
、
衣
料
品
店
で
は
28
％

に
留
ま
っ
た
。
病
院
・
診
療
所

で
は
、
55
％
の
団
地
で
公
共
交

通
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
団
地
住
民
の
通
院
控
え
が

心
配
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

の
設
置
で
は
、
集
会
場
は
93
％

の
仮
設
住
宅
団
地
で
設
置
さ
れ

て
い
た
（
表
２
）。
一
方
で
、
広

場
等
の
屋
外
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、

の
深
さ
約
１
・
５
メ
ー
ト
ル
の

水
路
か
ら
泥
を
か
き
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の

作
業
は
人
力
で
行
う
し
か
な

い
。
し
か
し
、
一
区
画
10
ア
ー

ル（
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）

も
の
農
地
を
、
高
齢
者
の
多
い

農
業
者
が
単
独
で
行
う
の
は
か

な
り
の
困
難
が
伴
う
。
農
地
の

復
旧
に
は
組
織
さ
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
人
海
戦
術
的
な

支
援
が
必
要
だ
。

　

ReRoots

は
お
も
に
仙
台
市

の
若
林
区
で
活
動
す
る
が
、「
一

区
画
き
れ
い
に
す
る
の
に
、
30

～
50
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も

一
日
が
か
り
で
す
」
と
広
瀬
さ

ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
列
に

並
び
、
土
を
一
定
の
深
さ
ま
で

掘
り
起
こ
し
つ
つ
、
手
作
業
で

瓦
礫
を
広
い
集
め
て
い
く
の
だ

と
い
う
。
広
大
な
田
畑
が
広
が

る
若
林
区
の
一
帯
を
復
旧
さ
せ

る
の
に
は
、
ま
だ
一
年
以
上
か

か
る
だ
ろ
う
と
見
積
も
っ
て
い

る
。ReRoots

で
は
、
引
き
続

き
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
て
い
る
。

　
「
瓦
礫
撤
去
は
終
わ
っ
た
」

と
い
う
共
通
認
識
が
被
災
地
に

対
し
て
は
存
在
す
る
が
、
農
業

支
援
に
関
し
て
は
別
と
い
う
現

実
が
あ
る
。
瓦
礫
を
取
り
除
い

た
田
畑
で
も
、
塩
水
に
浸
か
っ

た
た
め
に
土
地
の
塩
害
の
問
題

も
残
る
。
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
農
家
は
被
災
各
地
に
多
数

い
る
と
予
想
さ
れ
、
支
援
供
給

の
不
足
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
広
瀬
さ
ん
は
「
今
か
ら
で

もReRoots

と
同
じ
よ
う
に

農
業
支
援
に
取
り
組
む
組
織
が

各
地
で
出
て
き
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
話
す
。

求められるボランティアの手

農業再開には未だ
瓦礫撤去の「復旧」が必要

徒
歩
で
は
生
活
困
難
な
仮
設
住
宅
団
地
が
半
数
以
上

福
島
県 

仮
設
住
宅
調
査

水路（ドロだし前）水路（ドロだし前後）回収された瓦礫ボランティアの手によって
瓦礫撤去された後の土地

項  目

買い物（生鮮食品）

買い物（日用品）

買い物（衣料品等）

病院・診療所

市役所・役場

小学校

中学校

団地数

138

138

138

137

134

130

128

徒歩で
行くことができる

70（51％）

67（49％）

39（28％）

61（44％）

32（23％）

63（49％）

48（51％）

57（41％）

60（43％）

84（61％）

62（45％）

85（63％）

57（44％）

69（54％）

11（8％）

11（8％）

15（11％）

14（10％）

17（13％）

10（8％）

11（9％）

公共交通を使って
行くことができる

公共交通を使っても
行くことができない

項  目

集会場

広場等
屋外交流スペース

団地数

127

121

設置されている

118（93％）

58（48％）

9（7％）

63（52％）

設置されていない

（表２）仮設住宅団地内のコミュニティ施設設置状況

（表１）仮設住宅団地から生活施設へのアクセス
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本格化する観光復興の展望

　

震
災
後
、
原
発
事
故
の
影
響

も
あ
り
訪
日
外
国
人
観
光
客
が

激
減
し
た
。
政
府

観
光
局
の
調
べ
に

よ
る
と
昨
年
１
年

間
総
計
で
一
昨
年

比
27
％
減
の
６
２

２
万
人
。
震
災
直

後
に
比
べ
る
と

徐
々
に
回
復
傾
向

に
は
あ
る
が
（
図

参
照
）
次
期
観
光

立
国
推
進
計
画
に

示
さ
れ
た
２
０
１

６
年
ま
で
に
１
８

０
０
万
人
と
い
う
政
策
目
標
へ

向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が

　

３
月
18
日
、
観
光
庁
と
民
間

企
業
が
共
同
で
推
進
す
る
「
東

北
観
光
博
」
が
開
幕
し
た
。
東

北
６
県
全
域
を
博
覧

会
会
場
と
見
立
て
、

主
要
観
光
地
域
28
ヶ

所
を
「
ゾ
ー
ン
」
と

し
て
設
定
、
各
地
域

で
独
自
の
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
を
提
供
し
て

観
光
客
を
迎
え
入
れ

る
大
規
模
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
だ
。

　

目
指
し
た
の
は
地

域
と
観
光
客
の
ふ
れ

あ
い
の
創
出
。
各

ゾ
ー
ン
の
集
客
拠
点

と
な
る
鉄
道
駅
に
は

「
東
北
・
旅
の
サ
ロ

ン
」
が
、
地
域
の
商

店
街
な
ど
に
は
「
旅
の
駅
」
が

設
置
さ
れ
、
常
駐
す
る
地
域
観

光
案
内
人
が
観
光
客
に
対
し
て

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

東
北
地
域
に
お
い
て
は
、
２

月
に
海
外
７
カ
国

の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
や
メ
デ
ィ
ア
約
50

名
を
招
聘
し
て
の

視
察
ツ
ア
ー
お
よ

び
交
流
商
談
会
が

実
施
さ
れ
た
。
外

務
省
は
海
外
向
け

Ｐ
Ｒ
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

を
作
成
。
３
種
類

の
60
秒
Ｃ
Ｍ
の
う

ち
２
つ
は
東
北
関

連
の
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
等
を
通
じ
て
全

世
界
で
放
送
さ
れ
て
い
る
。

滞
在
を
楽
し
む
た
め
の
企
画
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
す
る
。
観

光
客
に
は
東
北
観
光
博
パ
ス

ポ
ー
ト
が
発
給
さ
れ
、

各
ゾ
ー
ン
の
旅
の
サ
ロ

ン
で
ス
タ
ン
プ
を
押
す

と
と
も
に
宿
泊
先
の
割

引
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
う

こ
と
で
、
複
数
ゾ
ー
ン

へ
の
訪
問
を
促
す
。
あ

わ
せ
て
旅
行
事
業
者
や

交
通
事
業
者
と
の
連
携

に
よ
る
送
客
強
化
や
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ

る
行
動
情
報
の
蓄
積
を

行
い
な
が
ら
、
東
北
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

来
年
３
月
末
ま
で
の
約

１
年
間
で
、
震
災
前
の

水
準
で
あ
る
年
間
１
億

２
千
万
人
ま
で
入
込
客
数
を
回

復
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

Ｊ
Ｒ
や
岩
手
県
が
共
同
で
行

　

震
災
後
、
生
活
再
建
や
１
次
・
２
次
産
業
復
興
の
陰
で

目
立
っ
た
動
き
の
少
な
か
っ
た
東
北
の
観
光
産
業
だ
が
、
震

災
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
少
し
ず
つ
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
聞

こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
官
民
一
体
と
な
っ
て
進
む
観
光
復

興
へ
の
取
り
組
み
を
追
い
つ
つ
、
そ
の
展
望
を
探
っ
た
。

外
国
人
観
光
客
の
回
復
へ

官
民
の
主
な
取
り
組
み

キャンペーン、営業再開、
リニューアルが目白押し

政府主導で海外発信
長期目線で効果に期待

う
観
光
企
画
が
「
い
わ
て
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
Ｄ
Ｃ
）」
だ
。
４
月
１
日
か
ら

６
月
30
日
ま
で
の
３
ヶ
月
間
、

全
国
の
旅
行
会
社
等
の
観
光
関

係
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
岩
手

県
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。
昨
年

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
平
泉

や
、
東
北
６
県
の
祭
り
が
集
結

す
る
東
北
六
魂
祭
（
５
月
26

日
・
27
日
に
盛
岡
で
開
催
）
な

ど
目
玉
と
な
る
観
光
資
源
を
要

す
る
同
県
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
集
客
に
弾
み
を
つ
け
た
い

考
え
だ
。
期
間
中
に
８
０
０
万

人
の
観
光
客
の
集
客
を
目
指
す
。

　

一
方
、
来
年
Ｄ
Ｃ
を
控
え
る

宮
城
県
は
、
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
４
月
１
日
よ
り
「
仙

台
・
宮
城
【
伊
達
な
旅
】
春

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
、
情

報
発
信
の
強
化
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て

い
く
。
ま
た
、

福
島
県
で
も
２

月
～
３
月
に
、

対
象
宿
泊
施
設

利
用
者
に
対
し

て
県
産
の
ギ
フ

ト
や
各
種
特
典

を
提
供
す
る

「
ふ
く
し
ま
か
ら

あ
り
が
と
う
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
す
る
な

ど
、
各
県
に
お

け
る
観
光
客
獲

得
へ
向
け
た
動

き
が
具
体
化
し

て
き
て
い
る
。

　

民
間
で
も
、

震
災
の
被
害
に

よ
り
業
務
に
影

響
が
出
て
い
た

施
設
の
営
業
再

開
や
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
が
相
次
い
で
い

る
。
２
月
に
営

業
再
開
し
た
福
島
県
い
わ
き
市
の

「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」

や
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
岩
手
県
宮
古
市
の
「
浄

土
ヶ
浜
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」
な
ど
、

地
域
を
代
表
す
る
観
光
施
設
の

復
活
に
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。

東北観光博で
発給されるパスポート

元気に客を迎え入れる浄土ヶ浜パークホテルの従業員

東
北
６
大
祭
り
の
集
結
す
る
東
北
六
魂
祭
︵
東
北
観
光
博
実
行
委
員
会
提
供
︶

１月 タイ国政府観光庁と
仙台市が相互協力協定を再締結

２月 スパリゾートハワイアンズ
全面再開

「ふくしまからありがとう」
キャンペーン（～３月末）

３月

４月

宮古市浄土ヶ浜パークホテル
リニューアルオープン

日韓観光交流センター開設（仙台）

東北観光博開催
（～２０１３年３月末）

いわてデスティネーション
キャンペーン（～６月末）

仙台・宮城【伊達な旅】
春キャンペーン（～６月末）

世界旅行ツーリズム協議会
グローバルサミット開催（仙台）

５月 東北六魂祭開催（盛岡）

観光復興に関する最近の主な動き

海外

福島

福島

岩手

海外

東北

岩手

宮城

海外

岩手
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岩手県北観光が行うツアーでは、名物ガイドが自ら被災した体験と未来を語る

震災２年目東北復興における
観光の役割を考える特集

　

さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

観
光
客
を
誘
致
す
る
東
北
。
中

で
も
被
害
の
大
き

か
っ
た
沿
岸
地
域

を
中
心
に
進
め
ら

れ
て
い
る
の
が
学

び
を
特
徴
と
し
た

ツ
ア
ー
だ
。
震
災

直
後
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
に
よ

り
大
量
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
動
員
さ

れ
て
き
た
が
、
同

時
に
耳
に
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た

「
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」

「
視
察
ツ
ア
ー
」
が

そ
れ
だ
。

　

宮
城
県
が
２
月

よ
り
推
進
す
る
の
は

「
語
り
部
（
べ
）
ガ

イ
ド
」
の
育
成
。
震
災
体
験
を

県
外
の
人
々
や
後
世
に

学
び
と
し
て
語
り
継
ぐ

試
み
と
し
て
、
沿
岸
市

町
村
で
「
語
り
部
ガ
イ

ド
育
成
研
究
会
」
を
開

催
し
て
い
る
。
語
り
部

を
新
た
な
観
光
資
源
に

加
え
る
形
で
地
域
主
体

の
観
光
客
受
け
入
れ
体

制
を
整
え
る
と
共
に
、

訪
問
客
と
地
域
の
交
流

を
促
進
し
て
い
る
。

　

観
光
庁
は
第
３
次
補

正
予
算
の
国
内
観
光
活

性
化
緊
急
対
策
事
業
に

お
い
て
、
新
た
な
旅
行

需
要
創
出
の
た
め
に
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
募
集

　

震
災
２
年
目
に
入
り
観
光
へ

の
取
り
組
み
は
加
速
し
て
い
る
。

観
光
が
入
り
口
と
な
り
東
北
を

訪
れ
る
人
々
が
増
え
、
直
接
・

間
接
的
な
経
済
効
果
を
生
ん
で

復
興
の
起
爆
剤
と
な
る
。
誰
も

が
望
む
ス
ト
ー
リ
ー
だ
が
、
観

光
復
興
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
要
件
と
は
、な
ん
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
は
最
も
被
害
を
受
け
た

沿
岸
部
の
イ
ン
フ
ラ
面
が
あ
げ

ら
れ
る
。
内
陸
の
主
要
都
市
か

ら
沿
岸
各
地
ま
で
の
交
通
網
と
、

不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
宿
泊

施
設
の
早
期
拡
充
は
喫
緊
の
課

題
だ
。
交
通
面
で
は
、
津
波
被

害
で
運
転
が
止
ま
っ
て
い
る
電

車
交
通
網
の
代
替
と
し
て
新
た

な
バ
ス
路
線
が
誕
生
し
、
ま
た

ミ
ニ
バ
ス
の
活
用
や
ル
ー
ト
の

見
直
し
に
よ
り
効
率
化
を
図
る

動
き
も
各
地
で
見
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
宿
泊
施
設
不
足
へ
の
対
応

と
し
て
、
民
泊
や
被
災
し
た
店

舗
な
ど
を
宿
泊
施
設
に
変
え
る

試
み
も
出
て
来
た
。
ま
た
岩
手

県
で
は
「
い
わ
て
Ｄ
Ｃ
」
期
間

中
、
内
陸
か
ら
沿
岸
部
へ
の
日

帰
り
の
バ
ス
ツ
ア
ー
３
ラ
イ
ン

が
企
画
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
事

例
が
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

観
光
復
興
の
足
下
を
支
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
前
述
の
各
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
取
り
組
み
を
、
単
発

で
終
わ
る
こ
と
な
く
長
期
的
な

効
果
を
出
す
も
の
に
育
て
て
い

く
こ
と
も
重
要
だ
。
そ
の
た
め

に
、
改
め
て
地
域
の
魅
力
を
見

し
た
。
ツ
ア
ー
主
催
会
社
の
１

つ
で
あ
る
岩
手
県
北
観
光
が
、

２
月
に
実
施
し
た
の
は

「
震
災
復
興
の
挑
戦
者

と
の
対
話
に
よ
る
学
び
、

復
興
支
援
、
絆
ツ

ア
ー
」。
震
災
体
験
に

限
ら
ず
、
現
在
進
行
形

で
復
興
に
携
わ
る
体
験

談
を
通
し
て
新
た
な
旅

行
ニ
ー
ズ
を
開
拓
す
る

試
み
だ
。

　

企
業
の
行
う
被
災
地

ツ
ア
ー
も
変
化
し
て
き

て
い
る
。
過
去
に
１
０

０
０
人
以
上
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
被
災
地
に
派

遣
し
て
き
た
プ
ル
デ
ン

シ
ャ
ル
生
命
保
険
。
３

月
末
に
宮
城
県
南
三
陸

町
で
行
っ
た
社
員
ツ

ア
ー
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
加

え
学
び
と
観
光
を
テ
ー
マ
と
し
、

震
災
体
験
の
語
り
部
や
地
元
事

直
す
こ
と
、
民
間
主
体
か
つ
地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が

キ
ー
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
「
震
災
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

で
訪
れ
た
人
々
は
口
を
揃
え
て

三
陸
の
海
の
幸
の
魅
力
を
語
り

ま
す
。
地
域
の
魅
力
を
再
発
掘

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
Ｊ

Ｔ
Ｂ
東
北
本
社
で
地
域
交
流
ビ

ジ
ネ
ス
を
担
当
す
る
池
田
伸
之

氏
は
語
る
。
地
域
の
魅
力
発
掘

に
必
要
な
の
は
地
元
の
知
恵
と

熱
い
思
い
に
加
え
、「
日
常
化
し

て
い
な
い
外
部
の
目
や
力
」
と

語
る
の
は
浄
土
ヶ
浜
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
支
配
人
の
関
敦
彦
氏
。
企
業

の
社
員
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の

生
徒
を
交
え
て
の
事
業
検
討
型

ツ
ア
ー
な
ど
も
一
つ
の
手
か
も
し

れ
な
い
。

　

ま
た
民
間
主
体
、
地
域
ぐ
る

み
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
１

つ
の
旅
館
の
モ
デ
ル
が
他
の
近

隣
旅
館
に
広
ま
っ
た
こ
と
で
温

泉
地
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を

創
り
だ
し
た
熊
本
県
黒
川
温
泉

の
よ
う
な
事
例
を
参
考
に
で
き

る
だ
ろ
う
。
元
々
抱
え
て
い
た

地
域
観
光
の
根
本
問
題
に
向
き

合
い
、
見
慣
れ
て
い
た
風
景
や

文
化
、
自
然
の
中
に
価
値
を
掘

り
起
こ
し
、
そ
の
価
値
を
育
て

な
が
ら
地
域
全
体
で
課
題
を
解

決
し
て
い
く
。
そ
ん
な
姿
勢
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

復
興
元
年
と
も
言
わ
れ
る
本

年
。
一
つ
ひ
と
つ
好
事
例
を
つ
み

あ
げ
な
が
ら
、
観
光
起
点
で
の

東
北
復
興
に
期
待
し
た
い
。

被
災
地
観
光
の
特
徴

地
域
の
魅
力
を
見
直
し
、「
長
期
目
線
」・

「
地
域
ぐ
る
み
」
の
取
り
組
み
を

被災地に生まれた
「学び」という新たな観光スタイル

　

ま
た
４
月
に
は
「
世
界
旅
行

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
ミ
ッ
ト
（
通
称
：
観
光

分
野
の
ダ
ボ
ス
会
議
）」
が
仙

台
で
開
催
さ
れ
る
予
定
。
全
世

界
か
ら
集
ま
る
国
際
機
関
・
各

国
政
府
・
メ
デ
ィ
ア
等
の
関
係

者
約
１
０
０
０
人
に
対
し
て
東

北
の
復
興
状
況
を
発
信
す
る
重

要
な
機
会
と
な
る
。

　

諸
外
国
の
動
き
で
は
、
１
月

に
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
と
仙
台

市
で
「
観
光
に
関
す
る
相
互
協

力
協
定
」
が
再
締
結
さ
れ
た
。

ま
た
韓
国
政
府
は
３
月
に
仙
台

市
内
に
「
日
韓
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
た
。

　

海
外
へ
の
情
報
発
信
の
動
き

は
活
発
化
し
て
い
る
が
、
現
実

は
易
し
く
な
い
。
今
年
に
入
っ

て
か
ら
以
降
の
訪
日
外
国
人
数

も
１
月
・
２
月
合
計
で
１
２
３

万
人
（
前
年
度
比
11
．５
％
減
）

と
未
だ
に
低
調
。
数
字
と
し
て

結
果
が
出
る
ま
で
に
ま
だ
時
間

が
か
か
り
そ
う
だ
。

業
者
の
話
を
聞
く
場
を
設
け
る

と
共
に
、
温
泉
や
食
事
、
買
い

物
を
旅
程
に
組
み
込
ん
だ
。「
改

め
て
現
地
の
ニ
ー
ズ
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
ま
ず
そ
の
地
を
楽
し
ん

で
、
そ
し
て
で
き
た
ら
お
金
を

消
費
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
た
め
で
す
」
と
同
社
で
ツ

ア
ー
ア
レ
ン
ジ
を
担
当
し
た
中

野
み
さ
き
氏
。
約
１
０
０
名
の

社
員
は
、
ツ
ア
ー
料
金
の
他
に

計
76
万
円
分
の
土
産
を
購
入
し

て
帰
っ
た
と
言
う
。
同
様
の
事

例
が
増
え
て
来
て
お
り
、
今
後

も
こ
の
流
れ
は
続
き
そ
う
だ
。

ホ
テ
ル
で
語
り
部
の
講
演
を
聞
く

プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
社
員

訪日外国人数の月別推移（前年度比）
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――①

花露辺地区に学ぶ
住民主導の復興まちづくり

　

各
被
災
市
町
村
で
行
政
と
住

民
の
合
意
形
成
が
進
む
中
、
他

に
先
駆
け
て
復
興
計
画
が
進
む

地
域
が
あ
る
。
岩
手
県
釜
石
市

唐
丹
（
と
う
に
）
町
の
花
露
辺

（
け
ろ
べ
）
地
区
だ
。
同
地
区

は
昨
年
12
月
に
岩
手
県
内
初
と

な
る
、
行
政
・
住
民
間
で
の
復

興
計
画
の
合
意
が
な
さ
れ
、
釜

石
市
の
財
源
で
高
台
移
転
に
必

要
な
２
億
２
７
０
０
万
円
が
昨

年
度
内
予
算
で
用
意
さ
れ
た
。

す
で
に
公
営
住
宅
の
設
計
図
も

提
示
さ
れ
、
本
年
度
内
で
の
高

台
移
転
完
了
を
目
指
す
。

　
住
民
主
導
で
他
地
域
に 

　
先
駆
け
た
合
意
形
成

　

行
政
と
住
民
、
そ
の
前
に
必

要
な
の
が
、
地
区
住
民
の
中
で

の
合
意
形
成
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

個
々
の
事
情
と
心
情
を
汲
み
つ

つ
話
し
合
い
で
意
見
を
一
つ
に
ま

と
め
る
の
は
、
当
然
な
が
ら
難

し
く
時
間
が
か
か
る
。
そ
れ
が

花
露
辺
地
区
は
、
行
政
側
が
動

き
出
す
よ
り
も
早
く
地
区
住
民

内
で
の
意
志
が
ま
と
め
ら
れ
、

震
災
か
ら
３
ヶ
月
経
た
な
い
６

月
１
日
の
時
点
で
、
市
に
要
望

書
を
出
す
に
至
っ
て
い
る
。
被

災
市
町
村
か
ら
の
復
興
計
画
が

出
揃
っ
た
の
が
12
月
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
実
に
半
年
近

く
先
行
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
早
さ
を
可
能
に

し
た
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束

と
、
自
治
会
を
中
心
と
し
た
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
あ
る
。

68
世
帯
と
小
規
模
で
あ
る
こ
と

も
大
な
理
由
だ
が
、
も
と
も
と

他
地
区
に
「
あ
そ
こ
は
特
別
」

と
言
わ
れ
る
程
ま
と
ま
り
が
強

い
こ
と
で
有
名
だ
っ
た
。

　
復
興
計
画
に
示
さ
れ
た 

　
暮
ら
し
方
の
ビ
ジ
ョ
ン

　

海
に
面
し
た
花
露
辺
地
区
は

震
災
前
か
ら
防
潮
堤
を
作
っ
て

お
ら
ず
、
今
回
の
復
興
計
画
で

も
防
潮
堤
を
不
要
と
し
た
。
標

高
16
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
道
路

を
作
り
、
そ
の
外
側
を
盛
り
土

す
る
こ
と
で
こ
れ
が
実
質
的
な

防
潮
堤
の
役
割
を
果
た
す
。
住

民
の
多
く
が
生
業
に
す
る
漁
業

へ
の
利
便
性
を
失
わ
ず
に
、
海

が
見
え
る
景
観
を
保
つ
ま
ち
づ

く
り
だ
。

　

下
村
自
治
会
長
は
「
防
潮
堤

で
海
が
見
え
な
い
の
は
逆

に
危
な
い
。
防
潮
堤
が

な
い
こ
と
で
『
ま
ず
逃
げ

る
』
意
識
を
持
続
で
き

る
。
こ
こ
の
避
難
訓
練
で

は
年
寄
り
も
皆
本
気
で

走
る
」
と
話
す
。
震
災

前
、
防
災
訓
練
に
参
加

す
る
住
民
は
８
割
。
津

波
で
68
世
帯
中
25
世
帯

が
流
さ
れ
る
被
害
に
合

い
な
が
ら
、
亡
く
な
っ
た

の
は
１
人
だ
っ
た
。

　

花
露
辺
の
結
束
力
は

「
自
治
」
に
あ
り
、
自
治
は
昔

か
ら
受
け
継
が
れ
た
「
文
化
」

に
あ
る
。
例
え
ば
、
住
民
共
有

の
財
産
と
し
て
山
を
所
有
し
、

植
林
や
間
伐
を
皆
で
行
う
。
漁

に
関
し
て
も
、
収
穫
を
船
主
が

４
割
、
残
り
６
割
を
船
員
で
等

し
く
分
け
る
と
い
う
独
自
の

「
大
仲
（
お
お
な
か
）」
と
い
う

シ
ス
テ
ム
が
今
も
受
け
継
が
れ

る
。「
協
力
す
る
方
が
、
個
々

で
競
う
よ
り
も
結
果
と
し
て
た

く
さ
ん
獲
れ
る
」
と
下
村
自
治

会
長
は
話
す
。

　

ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
方
が
自

分
た
ち
に
と
っ
て
豊
か
な
の
か
。

毎
日
海
を
眺
め
、
皆
で
漁
に
出

る
生
活
を
選
ん
だ
花
露
辺
地
区

の
復
興
計
画
に
は
そ
の
イ
メ
ー

ジ
が
明
確
に
映
さ
れ
て
い
る
。

　
何
度
で
も
立
ち
止
ま
り 

　
納
得
の
い
く
復
興
計
画
を

　

花
露
辺
地
区
は
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
の
好
事
例
だ
が
、

同
じ
こ
と
が
他
地
区
で
も
で
き

る
か
と
い
え
ば
簡
単
で
は
な
い
。

花
露
辺
に
似
た
プ
ラ
ン
を
提
出

し
た
も
の
の
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
な
い
地
区
や
、
規
模
の
大
き

さ
か
ら
区
画
整
理
で
の
対
応
に

な
っ
た
地
区
も
あ
る
。
行
政
側
は

「
住
民
と
合
意
」
と
発
表
し
て

い
る
が
、
押
し
つ
け
ら
れ
た
感

が
あ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
声

も
上
が
っ
て
い
る
。
関
係
者
が

多
い
地
域
ほ
ど
合
意
形
成
が
難

し
い
こ
と
も
あ
り
、
行
政
側
と

し
て
も
「
で
き
る
限
り
早
い
復

興
を
」
と
の
思
い
の
結
果
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
改

め
て
地
区
住
民
の
声
を
聞
く
必

要
が
あ
り
、
住
民
側
も
「
自
分

た
ち
の
理
想
の
暮
ら
し
方
」
を

考
え
抜
く
必
要
が
あ
る
。
若
い

層
が
年
配
者
に
遠
慮
を
し
て
話

し
合
い
に
参
加
し
な
い
と
い
う

実
情
は
多
く
聞
か
れ
る
が
、
古

く
か
ら
大
事
に
さ
れ
て
き
た
も

の
と
、
未
来
に
繋
げ
た
い
も
の
、

年
代
を
超
え
て
話
し
合
う
貴
重

な
機
会
か
も
し
れ
な
い
。

　

住
居
を
無
く
し
た
人
の
多
く

は
将
来
へ
の
見
通
し
に
不
安
を

募
ら
せ
る
が
、
最
重
要
な
の
は

早
さ
だ
ろ
う
か
。
大
槌
の
仮
設

住
宅
に
入
っ
た
地
元
住
民
は

言
っ
た
。「
急
が
ば
回
れ
。
計

画
が
遅
れ
て
も
い
い
か
ら
、
私

た
ち
に
希
望
を
見
せ
て
欲
し
い
」。

け ろ べ

自分たちらしい海の見える暮らし方へ

　

被
災
３
県
沿
岸
部
で
は
、
現

在
、
被
災
し
た
医
療
機
関
（
病

院
、
医
科
・
歯
科
診
療
所
）
の

約
９
割
が
診
療
を
再
開
し
た
。

し
か
し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
機
関
は
数
多
く
、
例
え
ば
施

設
が
全
壊
し
た
岩
手
県
立
大
槌

病
院
や
宮
城
県
石
巻
市
立
雄
勝

病
院
な
ど
は
仮
設
診
療
所
で
外

来
の
み
再
開
し
、
入
院
機
能
再

開
は
未
定
だ
。
ま
た
福
島
県
第

一
原
発
の
警
戒
区
域
内
の
病
院

は
す
べ
て
休
止
、
近
隣
の
病
院

も
医
師
や
看
護
師
の
退
職
・
休

職
に
よ
っ
て
、
休
止
ま
た
は
病

床
数
を
縮
小
し
て
再
開
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
。
福
島
県
双
葉

郡
８
町
村
・
南
相
馬
市
な
ど
の

相
双
医
療
圏
に
つ
い
て
は
、
他

の
地
域
よ
り
も
著
し
く
再
開
が

遅
れ
て
い
る
。

　

沿
岸
部
地
域
は
震
災
前
か
ら

医
師
不
足
の
課
題
を
抱
え
て
い

た
が
、
震
災
後
の
規
模
・
機
能

縮
小
に
よ
り
、
自
宅
で
の
医
療

提
供
や
仮
設
団
地
へ
の
訪
問
診

療
な
ど
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、

地
元
医
療
者
に
は
さ
ら
な
る
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
。
震
災
前

の
医
療
機
能
レ
ベ
ル
に
回
復
す

る
た
め
に
は
、
今
後
も
医
療
従

事
者
の
派
遣
等
に
よ
る
継
続
し

た
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。

　

震
災
後
、
医
療
従
事
者
派
遣

と
し
て
主
に
２
つ
の
組
織
が
活

動
し
た
。「
災
害
医
療
派
遣
チ
ー

ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）」
と
「
日
本
医

師
会
災
害
医
療
チ
ー
ム
（
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
）」
だ
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
災

害
発
生
後
48
時
間
以
内
の
災
害

急
性
期
へ
の
対
応
で
主
な
役
割

を
果
た
し
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
の
活
動
後
、
現
地
の
状
況

に
あ
わ
せ
て
救
護
所
・
避
難
所

に
お
け
る
医
療
等
を
受
け
持
ち
、

病
院
・
診
療
所
の
日
常
診
療
へ

の
支
援
を
行
っ
た
。
そ
し
て
被

災
地
の
医
療
機
関
が
自
立
す
る

ま
で
の
中
長
期
的
支
援
と
し
て

現
在
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ⅱ
が
活
動
を
続

け
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
医
療

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も
継

続
し
て
被
災
地
に
足
を
運
び
支

援
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

医
療
従
事
者
派
遣
が
、
被
災

地
医
療
機
関
の
負
担
軽
減
だ
け

で
な
く
、
地
域
医
療
体
制
の
見

直
し
に
貢
献
し
た
事
例
も
あ
る
。

宮
城
県
気
仙
沼
市
で
発
足
し
た

「
気
仙
沼
巡
回
療
養
支
援
隊

（
Ｊ
Ｒ
Ｓ
）」
が
そ
の
一
つ
だ
。

　

震
災
後
、
被
災
を
免
れ
た
地

域
に
暮
ら
す
医
療
や
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
が
、
交
通
網
の
寸

断
に
よ
っ
て
通
院
が
で
き
ず
重

度
の
褥
瘡
（
床
ず
れ
）
を
発
症

さ
せ
て
い
た
。
そ
こ
で
地
元
病

院
の
医
師
と
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
よ
り

派
遣
さ
れ
た
在
宅
医
療
を
専
門

と
す
る
医
師
ら
が
中
心
と
な
っ

て
Ｊ
Ｒ
Ｓ
を
立
ち
上
げ
、
高
ま

る
在
宅
医
療
の
ニ
ー
ズ
調
査
や

訪
問
診
療
を
５
ヶ
月
ほ
ど
実
施

し
た
。
結
果
、
Ｊ
Ｒ
Ｓ
の
活
動

に
接
し
た
地
元
の
病
院
・
診
療

所
の
医
師
や
住
民
に
、
在
宅
医

療
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
Ｊ
Ｒ

Ｓ
撤
退
後
も
地
域
ぐ
る
み
で
在

宅
医
療
の
充
実
の
た
め
の
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

大
き
な
被
害
を
受
け
た
地
域

医
療
が
、
県
内
外
か
ら
派
遣
さ

れ
た
医
療
者
と
の
協
働
に
よ
っ

て
、
震
災
前
よ
り
も
充
実
し
た

医
療
レ
ベ
ル
を
築
く
。
こ
れ
は

被
災
地
の
地
域
医
療
復
興
の
大

き
な
進
歩
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

日
本
全
国
の
多
く
の
医
療
過
疎

地
域
に
と
っ
て
も
、
貴
重
な
見

本
と
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

震
災
前
よ
り 

医
療
レ
ベ
ル
向
上
へ

医
療
者
派
遣
で
生
ま
れ
る
価
値

花露辺地区の高台から。防潮堤がなく海が一望できる

花露辺地区における高台移転計画の概要

地域医療
復興 

地域医療
再生  

DMAT JMAT  

災害
急性期 

約３４０チーム 
約１５００名 

約１４００チーム 
約６８００名 

約３００チーム 

避難所・臨時診療施設にお
ける医療・感染症対策や廃
用症候群等の対策の実施・
必要な医療物資の把握など 

病院支援、域内搬
送、広域医療搬送、
病院入院患者避難
搬送など 

診療支援、心のケア、
訪問診療、健康診断
活動、予防接種支援、
巡回など

JMATⅡ

標高16メートル

道路
居住地は、
標高16メートル
以上の高台に。

被災地域

移転花露辺地区

２０１２年（平成 24 年）4 月 9 日 月曜日（復興 395 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 6 号　 （6）



ＮＰＯをはじめとした
頑張ってる団体を紹介

ね
な
く
必
要
な
こ
と
を
口
に
し
、

実
際
の
支
援
活
動
へ
と
繋
が
る
。

被
災
者
に
よ
る
被
災
者
支
援
の

強
み
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　
「
復
興
の
祈
り
を
大
槌
か
ら

発
信
し
つ
つ
、
生
活
を
再
建
し

た
い
」。
仮
設
住
宅
の
女
性
た

ち
の
声
か
ら
、
北
上
の
障
害
者

施
設
が
作
る
手
芸
用
軍
手
を
使

い
フ
ェ
ル
ト
で
表
情
を
付
け
た
、

名
物
「
夫
婦
ご
当
地
ゆ
る
キ
ャ

ラ 

お
お
ち
ゃ
ん
・
こ
づ
ち
ち
ゃ

ん
人
形
」
が
誕
生
し
た
。
昨
年

秋
の
３
ヵ
月
だ
け
で
６
千
個
以

上
を
制
作
、
２
０
０
万
円
以
上

を
売
り
上
げ
た
。
収
益
は
す
べ

て
被
災
者
に
還
元
。
人
形
づ
く

り
の
講
習
会
は
、
女
性
を
中
心

に
し
た
和
や
か
な
交
流
の
場
と

も
な
っ
て
い
る
。

　

ぐ
る
っ
と
お
お
つ
ち
は
、
震

災
前
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

運
営
や
、 

子
供
の
農
漁
業
体
験
、

河
川
清
掃
な
ど
の
環
境
教
育
活

動
を
通
じ
て
町
民
の
福
利
厚
生

と
町
の
活
性
化
を
推
進
し
て
き

た
。
震
災
で
理
事
・
会
員
数
名

が
津
波
の
犠
牲
に
な
り
、
セ
ン

タ
ー
も
半
壊
し
て
活
動
は
完
全

停
止
。
そ
ん
な
中
、
代
表
の
小

向
幹
雄
さ
ん
は
避
難
所
で
ボ
ラ

震
災
後
、
政
府
や
自
治
体
の

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
や
復
興
計
画
に

組
み
込
ま
れ
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
構
想
。「
震
災
前
よ
り
良
き
未

来
」
の
具
体
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
期
待
は
高
く
、
官
民
に
よ
り

取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

 

３
次
補
正
予
算
に		



関
連
予
算
１
８
４
０
億
円 

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
中
核

を
な
す
の
は
、
太
陽
光
や
風
力

な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、

蓄
電
池
、
省
エ
ネ
家
電
等
を
組

み
合
わ
せ
た
電
力
シ
ス
テ
ム
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
制
御
し
、
電
力
需
給

の
効
率
化
を
図
る
も
の
。
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
は
電
力
網
の
最
適

化
に
限
ら
ず
地
域
の
生
活
基
盤

全
体
の
最
適
化
を
目
指
す
ま
ち

づ
く
り
の
手
法
で
あ
る
。

そ
の
概
念
は
以
前
か
ら
存
在

し
て
い
た
が
、
米
・
オ
バ
マ
大

統
領
の
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
政
策
の
影
響
が
日
本
に

も
波
及
し
て
き
た
２
０
０
９
年

頃
か
ら
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て

き
た
。
震
災
後
、
被
災
地
で
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
中
、
政
府
は
３
次
補
正
予
算

に
お
い
て
多
額
の
関
連
予
算
を

計
上
。「
自
立
・
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
な
ど
に
拠
る
エ
コ

タ
ウ
ン
化
事
業
」
に
８
４
０
億

円
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

導
入
補
助
や
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入
を
含
む
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開

発
及
び
関
連
施
設
の
整
備
」
に

１
０
０
０
億
円
な
ど
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
に
よ
る	

　

自
治
体
連
携

民
間
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業

が
自
治
体
と
の
連
携
を
加
速
さ

せ
て
い
る
。
富
士
通

（株）
は
福
島

県
会
津
若
松
市
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
効
率
利
用
だ
け
で
な
く
、

医
療
や
農
業
、
交
通
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
を
含
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
。
東
北
電
力
と
連
携
し
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
で
生
じ
た
廃
熱
を

融
雪
や
農
業
な
ど
に
活
用
す
る

案
や
、
高
齢
者
の
多
い
地
域
特

性
を
踏
ま
え
、在
宅
介
護
・
医
療
、

電
気
自
動
車
を
用
い
た
バ
ス
運

行
な
ど
の
実
証
実
験
も
予
定
し

て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
経

済
産
業
省
の
「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
構
想
普
及
支
援
事
業
」

に
採
択
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で

構
築
す
る
事
業
モ
デ
ル
を
ベ
ー

ス
に
、
同
県
い
わ
き
市
や
他
の

被
災
地
に
広
げ
る
考
え
だ
。

宮
城
県
は
「
仙
台
東
部
地

域
６
次
化
産
業
研
究
会
」
を
推

進
し
て
お
り
、
仙
台
市
の
沿
岸

部
に
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
を

建
設
、
も
み
殼
を
燃
や
す
ボ
イ

ラ
ー
も
併
設
し
、
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
か
し
国
内
最
大
級
の

温
室
に
よ
る
野
菜
栽
培
を
始
め

る
。
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率

を
高
め
る
仕
組
み
を
提
供
す
る

の
が
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

（株）
だ
。
同
事

業
に
は
カ
ゴ
メ

（株）
も
参
画
し
て

お
り
、
加
工
や
流
通
・
販
売
を

手
が
け
る
競
争
力
の
高
い
産
業

の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
大
手
Ｉ
Ｃ
Ｔ
各
社

も
専
門
組
織
を
新
設
す
る
な

ど
、
東
北
復
興
に
お
け
る
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
事
業
の
体
制
を
強

化
し
、
自
治
体
等
へ
の
提
案
を

進
め
て
い
る
。（
図
参
照
）

　

国
際
社
会
に
貢
献
す
る		

　

モ
デ
ル
を
東
北
に

　

全
世
界
の
人
口
増
加
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
を
背
景
に
、
各
国

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
良
い
社

会
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
急
増
し

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
被
災

地
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
取
り
組
み
は
、
復
興
に
お
け

る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
や
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
構
築
と
し
て
重
要

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先

に
海
外
展
開
の
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・

イ
ン
フ
ラ
の
海
外
展
開
拡
充
は

政
府
の
国
家
戦
略
会
議
「
日
本

再
生
の
基
本
戦
略
」
で
も
重
点

分
野
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
事
例

へ
成
長
さ
せ
る
た
め
の
更
な
る

資
源
注
入
も
期
待
さ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
実
現
に
は
乗
り
越

え
る
べ
き
壁
が
多
数
あ
る
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
現
時
点

で
供
給
量
や
コ
ス
ト
に
課
題
が

あ
り
技
術
革
新
が
必
要
だ
。
ま

ち
づ
く
り
の
現
場
で

も
規
制
の
壁
を
乗
り

越
え
住
民
と
合
意
を

と
り
つ
つ
10
年
ス
パ

ン
で
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
。
東
北

か
ら
次
世
代
の
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル

が
生
ま
れ
、
日
本
の
み

な
ら
ず
、
世
界
の
持
続

可
能
社
会
実
現
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
官
民
挙
げ
た
取
り

組
み
は
今
後
も
続
き

そ
う
だ
。

ン
テ
ィ
ア
を
す
る
国
連
職
員
の

千
田
悦
子
さ
ん
と
出
会
う
。

　

千
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
等
世
界
各
国
で

緊
急
人
道
支
援
を
行
い
、
震
災

後
い
ち
早
く
個
人
と
し
て
被
災

地
で
支
援
活
動
を
開
始
し
て
い

た
。
仮
設
住
宅
が
整
備
さ
れ
た

昨
年
夏
、
ニ
ー
ズ
の
高
い
移
動

支
援
を
実
現
す
る
た
め
に
ぐ

る
っ
と
お
お
つ
ち
に
加
わ
っ
た
。

　

８
月
の
活
動
再
開
時
に
は
２

名
だ
っ
た
職
員
も
、
今
で
は
10

名
近
く
に
。
地
元
野
菜
・
手
作

り
惣
菜
の
実
費
販
売
や
支
援
物

資
の
配
布
、
仮
設
団
地
に
地
縁

の
絆
を
と
、
お
地
蔵
様
を
設
置

す
る
な
ど
活
動
は
幅
広
い
。
職

員
が
全
員
被
災
者
な
の
で
仮
設

住
宅
を
回
る
と
、
誰
も
が
気
兼

被
災
者
に
よ
る
被
災
者
支
援
で
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
実
現
、
進
む
官
民
挙
げ
て
の
取
り
組
み

ゼ
ロ
か
ら
の
再
生　
　

そ
し
て
被
災
者
自
立
へ
の
架
け
橋
へ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
を

日
本
全
国
、
そ
し
て
世
界
へ

団体概要：岩手県大槌町で、被災前は福利厚生の促進、現在は仮設・在宅生活者の雇用促進等を
中心に心理的・社会的サポートを図り、持続的に町と被災者の生活再建を支援する。 
ＵＲＬ：http://www.guruttootsuchi.org/

まちづくり・ぐるっとおおつちＮ P Ｏ法人

　
「
活
動
の
幅
が
広
が
り
、
公

平
さ
や
中
立
性
を
ど
う
確
保
す

る
か
、
非
営
利
団
体
独
自
の
問

題
も
、
資
金
面
の
問
題
も
出
て

き
ま
す
。
で
も
、
被
災
を
克
服

し
た
ぐ
る
っ
と
お
お
つ
ち
の
メ
ン

バ
ー
な
ら
ど
ん
な
困
難
も
乗
り

越
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」。

千
田
さ
ん
の
言
葉
は
、
現
場
主

義
を
貫
い
て
き
た
専
門
家
と
し

て
の
自
信
に
満
ち
て
い
る
。

ピックアップNPO④

スマートハウス

次世代
サービス
ステーション

太陽光発電・
風力発電

ゼロエネルギー
ビルディング
（ZEB）

エネルギー
マネジメントシステム

畜電池の設置、
電気と熱の

統合マネジメント

ＩＴの活用による
ピークカット（石油火力）、
スマートメーターによる

見える化やデマンドコントロール

次世代自動車等への
充電インフラの整備

省エネ性能の高い建築、
再生可能エネルギーの活用

スマートシティの構成のイメージ（経済産業省資料より作成）

イベントで子供たちに加わる千田さん

集会所で定期的に行われている人形の講習会

企　業 主な取り組み

東北における ICT 関連大手のスマートシティ関連事業

富士通

日本ＩＢＭ

日立
製作所

ＮＥＣ

復興事業専門組織を宮城県仙台市に常駐。カゴメ等と、
仙台の自然エネルギーを活用した野菜工場事業に参画する

50人規模から成る復興事業の専門組織を編成。福島県会津若松市で
再生可能エネルギーを活用した新たな都市モデル実現を支援する

営業、企画などから成る50人規模の専門組織を編成。
情報共有基盤を提供し、被災地域のコミュニティ形成支援を実施

東北支社内に専門チームを編成。最新の環境技術を活用し、
十数ヶ所の被災自治体にスマートシティを提案する
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　2000年ソフトバンク(株)入社の片倉さんは福島県郡
山市出身。震災直後、社長の孫正義氏が復興支援
団体を設立した際に声がかかった。それは片倉さんに
とって大きな転機だった。「高校卒業を機に上京して
から、あまり地元を顧みて来ませんでした。でも震災に
原発事故まであって、もう福島はだめなんじゃないかと
思ったとき、心にぽっかり穴が開くような感覚になった
んです。そして現地に行くと、懐かしい人がいて、家が

あって。『まだそこにある』ことを心から嬉しく思えた。こ
れは初めて故郷を感じた経験かもしれません」。
　それから福島へ足を運ぶ中で多くの学びがあったと
いう。「なぜ浜通り・中通り・会津ができたかとか、その土
地の名前や歴史から、県庁所在地の場所、統計的話、
知らなかったことだらけで夢中になって勉強しました。
漁師町の人に話を聞いて、彼らは狩猟民族のDNAを
持っていると知ったり。福島、東北で一括りにできない

程、地方によって気質が違うと。さらに、過疎などの昔か
ら山積するさまざまな問題。今まで業界や金融のこと
ばかり考えていたけれど、こんなに日本のことをちゃんと
考えたことは初めてです」。
　復興支援に携わることで見えた自分のオリジンと地
方の問題への関心。「まだまだ恩返しはこれからです
けどね」と語りながら、ふるさとへの想いを込めて、片倉
さんは今日も一歩を進める。
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ケ
セ
ン
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
復
活
！

７月開催

ま
っ
た
。
有
難
い
こ
と
に
、
こ
の

東
北
復
興
新
聞
も
助
成
対
象
と

な
っ
た
。
前
回
は
「
実
績
不
十

分
」
で
見
送
ら
れ
、
一
同
で
肩

を
落
と
し
た
が
、
し
つ
こ
く
事

務
局
に
新
聞
を
届
け
続
け
た
成

果
か
、
無
事
採
択
し
て
い
た
だ

い
た
。
喜
び
よ
り
も
、
こ
れ
で

ま
だ
続
け
ら
れ
る
と
ほ
っ
と
し

た
の
が
正
直
な
感
想
だ
。

　

資
源
を
分
配
す
る
の
は
い
つ

で
も
難
し
い
。
人
か
ら
預
か
っ

た
モ
ノ
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
だ
。

こ
れ
ま
で
は
、
行
政
や
企
業
が

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、

震
災
後
の
動
き
は
そ
の
枠
を
超

え
た
ス
ピ
ー
ド
と
規
模
だ
っ
た
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
恩
恵
を
受
け
、

寄
付
サ
イ
ト
を
通
じ
て
多
額
の

支
援
が
短
期
間
で
集
ま
り
、

twitter

を
始
め
と
す
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
、
情
報
は

直
接
流
通
す
る
こ
と
を
証
明
し

た
。
し
か
し
、
新
し
い
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
に
裏
打
ち
さ
れ
た
量
と

ス
ピ
ー
ド
は
、
同
じ
規
模
感
で

失
わ
れ
る
。
新
聞
を
、
紙
で
届

け
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
長
丁

場
に
は
古
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

向
い
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

　

先
日
、
岩
手
で
心
に
染
み
入

る
言
葉
を
聞
い
た
。「
取
り
合
っ

た
ら
足
り
な
い
が
、
分
か
ち

合
っ
た
ら
余
る
」。
震
災
後
の
日

本
の
姿
を
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
表
す
言
葉
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
取
り
合
う
生
活
で
は

な
く
、
分
か
ち
合
う
人
生
を
歩

み
た
い
と
、
最
近
思
う
。（
Ｔ
）		

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金

が
実
施
す
る
「
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
サ
ポ
ー
ト
募
金
」

の
第
６
次
助
成
先
が
決

　

ケ
セ
ン
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
今
夏
、
復
活
を
遂
げ
る
。

こ
れ
は
岩
手
県
南
部
、「
気
仙

地
方
」
と
呼
ば
れ
る
大
船
渡

市
・
陸
前
高
田
市
・
住
田
町
の

若
手
有
志
が
立
ち
上
げ
た
野
外

音
楽
イ
ベ
ン
ト
。
初
開
催
は
２

０
０
９
年
７
月
。
翌
年
も
開
催

さ
れ
、
ど
ち
ら
も
県
内
外
か
ら

２
千
５
０
０
人
あ
ま
り
を
動
員

し
た
。
３
回
目
に
あ
た
る
昨
年

は
震
災
の
影
響
で
中
止
に
。
無

期
限
の
延
期
も
検
討
さ
れ
た
が
、

多
く
の
支
援
と
応
援
を
受
け
１

年
越
し
の
復
活
が
決
ま
っ
た
。

　

開
催
は
７
月
22
日
（
日
）、

場
所
は
大
船
渡
市
と
陸
前
高
田

市
か
ら
内
陸
に
入
っ
た
ち
ょ
う

ど
中
間
地
点
、
種
山
ヶ
原
森
林

公
園
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
。ASIAN 

KUNG-FU GENERATION

、

BRAHM
AN

を
は
じ
め
、
若
者

に
人
気
の
高
い
計
18
組
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
出
演
予
定
だ
。　

　

今
回
は
初
の
試
み
と
し
て
、

前
夜
祭
と
も
い
え
る
「
キ
ャ
ン

プ
ナ
イ
ト
」
を
開
催
。
来
場
者

は
会
場
内
に
テ
ン
ト
を
張
り
、

ラ
イ
ブ
は
も
ち
ろ
ん
地
元
の
郷

土
芸
能
と
郷
土
食
、
そ
し
て
大

自
然
と
星
空
の
美
し
さ
を
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

実
行
委
員
会
は
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ブ
ロ
グ
で
語
り
か
け
る
。

●しおがま・みなと復興市場  復興感謝祭

【日時】２０１２年４月１４日（土）、１５
日（日）１０：００～１５：００【会場】
しおがま・みなと復興市場前広場（マリン
ゲート塩釜となり）【内容】支援や励まし
への感謝の気持ちをこめ、「マリンゲート
塩釜」と、隣接する「しおがま・みなと復
興市場」で復興感謝祭を開催。仮設店舗で
ある「しおがま・みなと復興市場」に入居
する１６店舗が、工夫を凝らした商品を販
売。先着でかに汁やマグロかま焼きの無料
配布も。【主催】しおがま・みなと復興市
場運営振興会【共催】マリンゲート塩釜事
業振興会【お問い合わせ】①佐藤鮮魚店　
℡：０２２（３６２）２４０２②丸文松島
汽船㈱　℡：０２２（３６５）３６１１

【 U R L 】 h t t p : / / c o c o m i y a g i . j p /
staffblog/2012/04/-2012414-15.html

●復興！ふくしま！！　第９回時空の路
ヒルクライム in 会津 

【日時】平成２４年５月２０日（日）【コー
ス】県道下郷会津本郷線（大内宿こぶしラ
イン）距離１３．５ｋｍ、高低差６００ｍ

【申し込み】郵送・電話・またはインター
ネットで４月１７日必着【参加料】一般６，
０００円　中学生３，０００円　団体戦１
チーム３，０００円（傷害保険料、参加記
念品含む）【主催】時空の路ヒルクライム
会津実行委員会【お問い合わせ】時空の路
ヒルクライム会津実行委員会事務局（福島
民友新聞社本社事業部内）℡：	
０２４（５２３）１３３４

【URL】http://www.minyu-net.com/event/
jigyo12/hillclime.html

※イベント情報随時募集しています。
掲載ご希望の方は press@h-u-g.jp まで。

地
元
の
魅
力
と
被
災
地
の
今
を
伝
え
た
い

「
時
間
に
余
裕
の
あ
る
方
は
、

大
船
渡
市
や
陸
前
高
田
市
を
少

し
で
も
見
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

こ
れ
は
、『
ま
だ
忘
れ
な
い
で
』

な
ど
と
言
う
押
し
つ
け
で
は
な

く
、
フ
ェ
ス
や
ラ
イ
ブ
で
し
か

体
感
で
き
な
い
、
体
の
芯
に
伝

わ
る
音
楽
に
、
心
に
響
く
力
が

あ
る
よ
う
に
、
断
面
的
な
Ｔ
Ｖ

映
像
で
は
感
じ
る
事
が
で
き
な

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
感
が
あ
る

は
ず
で
す
」。

　

多
く
の
来
場
者
を
県
外
か
ら

呼
び
込
み
、
地
元
の
若
者
が
今

改
め
て
感
じ
て
い
る
郷
土
芸
能

や
食
、
自
然
の
魅
力
を
伝
え
、

被
災
地
の
今
を
見
て
も
ら
う
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
果
た
す
も
の

は
、
集
客
と
い
う
地
域
活
性
化

に
は
留
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。

HPt

（http://www.kesenrockfes.com
/

）

「
東
北
復
興
新
聞
」
を	

一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か

　

東
北
復
興
新
聞
で
は
、
被

災
地
で
復
興
に
取
り
組
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
団
体
、
行
政
担
当
者

な
ど
の
、
復
興
の
担
い
手
の

方
々
に
役
立
つ
情
報
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。「
オ
ピ
ニ

オ
ン
」
へ
の
投
稿
、「
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」「
復
興
の
き

ら
星
」
な
ど
へ
の
推
薦
も
大

歓
迎
で
す
。
感
想
や
ご
意
見

も
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
記
事
の
リ
サ
ー
チ
、

取
材
、
執
筆
、
編
集
、
デ
ザ

イ
ン
な
ど
、
新
聞
の
制
作
を

お
手
伝
い
く
だ
さ
る
ス
タ
ッ

フ
も
募
集
中
で
す
。
い
ず
れ

もinfo@h-u-g.jp

ま
で
。 

お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

前を向いて生きる力に

ハートブローチ
東北支援プロジェクト EAST LOOP

「
一
方
的
で
は
な
い
、
売
る
人

と
買
う
人
の
思
い
が
循
環
す
る

支
援
が
し
た
か
っ
た
」
と
語
る

代
表
の
高
津
さ
ん
。
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
トEAST LOOP

を
運
営

す
る
株
式
会
社
福
市
は
、
発
展

途
上
国
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を

手
掛
け
て
い
る
。
仕
事
を
す
る

こ
と
で
感
謝
さ
れ
頼
ら
れ
る
こ

と
が
、
時
と
し
て

現
金
以
上
に
人
に

力
を
与
え
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
。

作
り
手
の
負

担
が
少
な
く
、
ス

ピ
ー
ド
が
要
求
さ

れ
ず
、
完
成
形
を

見
ら
れ
る
も
の
が

い
い
と
、
た
ど
り

着
い
た
の
が
編
み

物
。
地
元
で
活
躍

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
力

を
借
り
、
仮
設
住

宅
な
ど
で
暮
ら
す
人
た
ち
に
広

め
て
い
っ
た
。「
地
域
の
こ
と

は
地
域
の
人
に
お
任
せ
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
企
画
、
デ

ザ
イ
ン
と
販
売
に
注
力
」
と

役
割
分
担
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

１
０
０
％
の
力
を
出
せ
る
工
夫

を
し
て
い
る
。

商
品
台
紙
の
裏
面
に
は
作
り

手
さ
ん
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
手

書
き
さ
れ
て
い
る
。
購
入
し
た

人
は
そ
の
名
前
宛
にFacebook

で
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
、
そ
れ
を

見
た
作
り
手
さ
ん
は
希
望
と
喜

び
を
胸
に
仕
事
に
励
む
。
こ
こ

に
確
か
に
、
温
か
な
思
い
の
循

環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

■
ハ
ー
ト
ブ
ロ
ー
チ
（
全
５

色
）　

税
抜
き 

８
０
０
円　

（
半
分
は
作
り
手
さ
ん
の
収
入

に
）
／EASTLOOP

問
い
合

わ
せ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
www.east-loop.jp

震災にも「落ちなかった」石巻の釣石。
多くの受験生がこの石に願掛けに訪れた。春は、来ましたか？
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